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３　予算、収支計画及び資金計画

■年度計画における目標設定の考え方
　予算、収支計画、資金計画について別表－ 1～ 3のとおり計画し、これを適正に実施することとした。

■25年度における取組み
　（１）予　　算（別表－ 1のとおり）
　（２）収支計画（別表－ 2のとおり）
　（３）資金計画（別表－ 3のとおり）

（１）予算
別表－1	 （単位：百万円）

区　分 計画額 (A) 実績額 (B) 差額(B－A) 備　考
収入 9,054 10,223 1,169
　運営費交付金 8,101 0
　施設整備費補助金 458 1,674 1,217 前年度からの繰越による増。

　受託収入 438 291 △ 146
受託研究等の依頼が予定を下回ったこと
による減。

　施設利用料等収入 57 140 83
財産賃貸収入等が予定を上回ったことに
よる増。

　その他事業収入 － 10 10
科学研究費補助金間接費収入等があった
ことによる増。

　寄附金収入 － 1 1 寄附があったことによる増。
　雑収入 － 4 4 鉄屑売払い等があったことによる増。
支出　 9,054 10,532 △ 1,479
　業務経費 3,820 4,148 328 前年度からの繰越による増。
　施設整備費 458 1,674 1,217 前年度からの繰越による増。

　受託経費 425 292 △ 133
受託研究等の依頼が予定を下回ったこと
による減。

　人件費 3,784 3,772 △ 12
支給実績が予定を下回ったことによる
減。

　一般管理費 567 645 78 前年度からの繰越による増。

（注）単位未満を四捨五入しているため合計が合わない場合がある。

8,101
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３　予算、収支計画及び資金計画

（２）収支計画
別表－2	 （単位：百万円）

（注）単位未満を四捨五入しているため合計が合わない場合がある。

区　分 計画額 (A) 実績額 (B) 差額(B－A) 備　考
費用の部 8,885 9,987 1,103

　経常費用 8,885 9,987 1,103
主に研究業務費が予定を上回ったことに
よる増。

　研究業務費 6,661 7,958 1,297 主に保守・修繕費による増。

　受託業務費 425 198 △ 227
受託研究等の依頼が予定を下回ったこと
による減。

　一般管理費 1,510 1,500 △ 11
予算執行管理の更なる徹底化や共同調達
の実施等による減。

　減価償却費 289 306 17
運営費交付金等で取得した資産の減価償
却費による増。

　その他経常費用 － 25 25
主に施設整備費補助金で整備した施設に
おける既存施設の撤去費用が発生したこ
となどによる増。

収益の部 8,881 10,028 1,147

　運営費交付金収益 8,101 7,752 △ 349
主に一部の業務（改修事業等）を翌年度
に繰越したことによる減。

　施設利用料等収入 57 140 83
主に財産賃貸収入が予定を上回ったこと
による増。

　その他事業収入 － 9 9
科学研究費補助金間接費収入があったこ
とによる増。

　受託収入 438 219 △ 219
受託研究等の依頼が予定を下回ったこと
による減。

　施設費収益 － 1,325 1,325
預り施設費から施設費収益へ振り替えた
ことによる増。

　寄附金収益 － 276 276 寄附金を収益化したことによる増。

　資産見返負債戻入 28        282 △ 3
運営費交付金等で取得した資産の減価償
却費に係る資産見返負債が予定を下回っ
たことによる減。

　その他収益 － 26 26
主に鉄屑売り払いによる収益があったこ
とによる増。

臨時損失 6 6
固定資産除却損（ソフトウェア等）の発
生による増。

臨時利益 6 6
資産見返運営費交付金戻入（ソフトウェ
ア等）等の発生による増。

純利益（損失） 41 45
前中期目標期間繰越積立金取崩額 4 4 0
総利益 45 45

－

－

－

△ 4

5 
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８（１）　施設及び設備に関する計画

No. 貸付対象装置、施設等 相手方
貸付期間
（日）

貸付料
（千円）

24 土工実験施設 民間 8 17

25 土工実験施設 民間 38 84

26 舗装走行実験場 民間 135 282

27 舗装路面騒音研究施設 民間 7 9

28 舗装路面騒音研究施設 民間 4 34

29 舗装路面騒音実験施設 民間 1 4

30 流速計検定施設の敷地 一般財団法人 141 6

31 路面すべり測定車 民間 267 410

32 路面たわみ量評価試験施設 民間 25 269

33 輪荷重走行試験機（１号機） 一般財団法人 82 7,480

34 寒地土木研究所　講堂 公益社団法人 2 12

35 寒地土木研究所　講堂 公益社団法人 1 6

36 寒地土木研究所　講堂 一般社団法人 1 5

37 構内敷地 民間 365 3

38 構内敷地 民間 365 3

39 高速循環水路 民間 89 2,581

40 第４実験棟施設内（河川） 民間 257 1,500

41 石狩実験場 大学 365 22

42 石狩実験場 民間 365 1

43 石狩水理実験場 民間 194 1,584

44 苫小牧寒地試験道路 官公庁 5 51

45 苫小牧寒地試験道路 官公庁 3 76

46 苫小牧寒地試験道路 大学 3 37

47 苫小牧寒地試験道路 大学 5 61

48 苫小牧寒地試験道路 大学 1 12

49 苫小牧寒地試験道路 民間 3 31

50 苫小牧寒地試験道路 民間 3 76

51 苫小牧寒地試験道路 民間 4 21

1.3　施設・設備の貸し出しに関する情報提供
　ホームページによる情報提供は、主要施設紹介・利用計画・
手続き方法・規程類および利用料の例等を、一部動画を含めて
提供したほか、利用者がインターネットで問い合わせができる
ように「問い合わせフォーム」の運用を行った。
　また、関東地方整備局関東技術事務所の建設技術展示館に「土
木研究所コーナー」を設け、貸し出しについての説明パネルを
掲示している。

写真 -8.1.2　建設技術展示館
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８（１）　施設及び設備に関する計画

1.4　貸し出し収入等を利用した維持管理
　施設等の整備にあたっては、一部貸し出し収入を活用しながら、施設の保全管理水準の向上に努めた。

2．施設の整備・更新
　25 年度は、表 -8.2.1 に示すとおり実験施設等の改修等を実施した。写真 -8.2.1 ～写真 -8.2.2 にその主なもの
を示す。

※�低温実験室更新並びに 25 年度補正予算の土工実験施設耐震改修及び非常
用発電設備改修は 26 年度に繰り越して完成する予定である。

写真 -8.1.3　施設の整備状況

施　設　名（事業名）
実施（契約）金額
（千円）

水理実験施設給水設備更新 106,575

トンネル覆工載荷装置改造 62,339

舗装走行実験場自動走行設備改修 59,997

輪荷重走行試験機改修 33,338

30MN大型構造部材万能試験機引張治具等改修 27,193

油圧サーボ試験機更新 79,475

タイヤ走行模擬試験設備更新 43,968

暖房設備更新 17,483

三次元大型振動台改修（23年度補正繰越予算） 1,309,770

土木地質材料非破壊分析設備新設（24年度繰越予算） 94,412

暖房設備外更新（24年度繰越予算） 51,923

合　　計 1,886,473

表 -8.2.1　25年度に改修等を実施した実験施設等一覧
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８（２）　人事に関する計画

1.3　専門研究員の雇用
　調査研究業務を効率的かつ効果的に推進するため、表 -8.2.2 に示すとおり、25 年度には新たに専門研究員
7名を雇用した。これらの者を含め、25 年度末現在の専門研究員の数は 32 名となった。
　専門研究員は、限られた期間内に緊急かつ重点的に実施する必要が生じた課題での調査研究業務の実施や、
土木研究所の職員が専門としない異分野における調査研究業務の実施において、効率的かつ効果的な調査研
究業務の推進が期待できる場合に、最大 5年間を上限として雇用するものである。
　専門研究員による調査研究業務の質的な向上を図るには、より高度な専門性を有する人材を確保すること
が不可欠である。そのため、時間外勤務手当・住居手当等の支給や就業時間のフレックスタイム制の適用等
については職員と同様の待遇としている。また、公募にあたり、外国人が応募しやすい条件に変更し公募を
行った。

1.4　人事評価の実施
　職員の職務に対する意欲向上を促し、能力の最大限の活用等を図るため、人事評価 ( 能力評価・業績評価 )
を実施し、評価結果を昇任や給与（昇格・昇給・業績手当）に反映するとともに、職員一人ひとりにおいて
も自律的・主体的に仕事に取り組むセルフマネジメントの意識の向上が図られた。

1.5　職員の資質向上
　土木研究所の職員の資質向上に資するため、研修計画を策定し、自ら英会話研修、研究資質向上研修、管
理者研修等を実施し、積極的に受講させるとともに、行政ニーズに的確に対応した研究活動実現のため、国
土交通省等が実施する外部の研修についても職員を参加させた。
　また、発表経験の少ない若手研究者が学会等を想定したプレゼンテーションを行うことにより発表技術の
向上を目指すとともに、発表者以外の聴講する職員にも、適切なディスカッションを経験させるため、若手
研究発表会を実施した。25 年度は 13 名の若手研究者が約 100 名の参加者の中で発表を行った。
　さらに、資質向上の一環として、学位の取得を重視し、職員の自発的な取り組みのほか、系統的・継続的

研究課題 担当チーム 期間

ダムによる水質・流況変化が水生生物の生息に与える影響に関する研究 水環境研究グループ 3年

物理環境等を指標とする河川環境評価技術に関する研究 水環境研究グループ 3年

復興を考慮したリスク軽減手法の検討　他 水災害研究グループ 3年

低炭素社会を実現する舗装技術の開発および評価技術に関する研究 道路技術研究グループ 1.5 年

都市に関する洪水および高潮リスクアセスメント並びにトレーニング計画
作成のプロジェクト（ミャンマー都市管理プロジェクト）に関する業務　
他

水災害研究グループ 3年

アジア開発銀行プロジェクト　他 水災害研究グループ 3年

景観機能を含めた多面的評価による道路空間要素の最適配置技術に関する
研究　他

特別研究監付
地域景観ユニット

3年

表 -8.2.2　25年度に採用した専門研究員一覧

研究課題 担当グループ・チーム

・寒冷地汽水域における底質及び生物生息環境改善に関する研究
寒地水圏研究グループ
水環境保全チーム

・暴風雪による吹雪視程障害予測技術の開発に関する研究
寒地道路研究グループ
雪氷チーム

・当期路面管理水準の判断支援技術に関する研究
寒地道路研究グループ
寒地交通チーム








